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馬場金太郎博士を憶う

渡  辺

1993 年1 月6 日,  本会名書会員馬場金太郎博士
が脳便基で他界された. i i 'tlを心から愛し, そして
」1虫の1tfきな人達に温かな援助を惜しまれなかった
博士のご通去は誠に病t長の極みである.
「馬場金 郎博士古稀祝賀記念会」 の析に配布さ
れた印刷物 (1981, 本間義治編集) によれば, 博士は
1912 年6 月28 日: f集県商南町にて出生 (旧性酒
井), 後に新潟県に移られ, 1930年新発田中学を率
業後, 新潟高等高校 (1935年卒) を経て, 1939年
に新潟医科大学を率業された. 卒業後直ちに同大学
の解割学教室の動手に任ぜられたが,  同年10月に
集を受け,  1946 年6 月に複員されるまで中国に
駐在された. この間, 人体疾患と.Ei虫との関係につ
いて研究を続けられ, その成果を軍医団雑誌(1942,
1943) に発表されている. そして1947 年5 月には
アノフェレスとマラリア伝染病との関係についての
研究で医学博士の学位を得られた. このほぼ1 年後
の l948 年 3 月に現住所の北浦原郡黒川付で医院を
開業し,   1960年には村_l:市瀬波にも村上精神病院
を開院され, 下越地域の精神医療面に多大な貢献が
なされた.  これらの活動の結果,  1965 年に新潟県
精神衛生診査協議会委 に,  また1969 年には新潟
県地方精神衛生審議会委員に委 されている.
このように, 新潟県下の精神医療を遂行するかた
わら, 博士は根っからの 虫好きをいかんなく発揮

Iii場金太郎博 l: (1990年5 J] 19 目,
111?m 「バイェルンホール」 にて)

馬場金 郎博士が者袋に書かれた和歌
(1987 年10月10日, 属一酒屋「すいえ
ん」 にて)
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泰 明
された. その精力的な活動は 虫に関心を持ってい
る人なら誰もが知っていることで,  このアマチュア
尾虫学者としての一面は奥本大一郎さんによっても
紹介されている (1984, 月刊アニマ, (8): 50-51).
世間にはたくさんの昆虫好きが存在しているが,
それらの人達の多くは媒が好きだったり, 蛾の世界
に魅せられたり, 蜻蛉にあこがれたり, あるいは甲
に尽きぬ興味を抱いたりというように, 興味の対
象は特定のグループに限られている.  しかし馬場博
上は昆虫ならばどんな民虫にも強い関心を不、され
た.  したがって, 博士の研究対象は 虫全般にわた
り, 大な数の民虫を採集されると同時に, 枚挙に
いとまがないほど多くの研究業績を残されている.
なかでも,  アリジゴクに関しては1932 年の報文を
皮切りに, 以後数次にわたって観察結果を報告し,
それらに基づいて l953 年には名著として名高い
『i差地獄の生物誌』 を刊行された.
また, 博上は古くから佐渡島の昆虫相について調
査を続けられ, そ(;)結果同島の民虫相に本州新潟県
側のそれとは異なる特異性を認め, 1952 年に分布
境界線として 「越佐ライン」 を提唱されたことも重
要な研究成果のひとっとして忘れることができな
い.
このように, ご自身が在住された新潟県の民虫相
に強い関心を持たれ, その解明には大いに尽力なさ
れた. そのために多くのifl t1専門家を新潟県に招か
れ, それらの人達と採集をともにされることで, そ
の方がたの専門の民虫類の採集方法を会得され, 県
下の昆虫類の採集に励まれた.  私も1964 年の夏に
t専士のお招きを受けて, 博士宅に3 日間ほど器在し
て一緒にハネカクシの採集を行ったが, その折の博
士の採集にかける熱意には心から敬服させられた.
そして,  これらの経験をもとに将来「民虫採集学」
の分野を創造したいと熱っぼく話されたことは, 今
でもHit要に強く刻みっけられている.  またその折
に, 前年赤倉において昭和天宇_にご進識された時の
ご様子などもうかがった.
博士が新潟県下で採集された 大な昆虫類は, 博

t 自ら各グループにソーティングしたうえで,  グ
ループごとにそれぞれ専門家に送られ研究がゆだね
られた. そしてその結果は 「新潟県の 虫 I -IX」 と
してまとめられ,  1956 年から l 965 年にかけて順
次発表されて, 新潟県民.虫相の解明に大きな役割を
果たした.
一方, 「虫きち」を自称されていたt,専士は自然保護
にも強い関心を持たれ,  1968年の 「自然保,護とい
うこと」 (越佐昆虫同好会々 報, (39): 1) に, 次いで
1970年には 「限に緑を,  そして耳にさえずりを一
私は自然保護を叫びつづける一」  (昆虫と自然,  5
(11):1) を書かれ, 自然環境保全を強く訴えられた.
そして1972 年には新潟県自然環境保全審議会委1.t
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長に委嘱され,  1981 年の第5 回全国育樹祭の折に
は当時の 子殿トー, 同妃殿下への説明役に当たら
れた.
博士は昆虫が大好きだったと同じように, 昆虫を
好きな人が好きだった.  このため, 昆虫好き人間の
団体である日本 虫学会を始め, 他の学会や同好会
に対して多額の経済的援助を続けられた.  こうした
学会や同好会が順調に活動が続けられたのは, この
ような博士の力に因るところが大きい.  もちろん
翅学会もこの例外ではなく, 博士からの援助が会誌
発行などの会の活動の大きな支えになっている.
また, 全国の 虫学者やll . t l愛好家達が 1 年に1
度集まる日本.Ei虫学会の大会を始め, 折おりに開催
される昆虫関係の集会の折には, 夜になるとこのよ
うな人達を酒場に,誘 って昆虫談義に花を咲かせるの
が恒例行事のようになっていた.  しかし, 後年体調
を崩されてからは一切アルコール類は選けて,  ご自
身はコカコーラを飲みながらi i虫好き人間達に接し
ておられた. そして晩年になってからは, よくご自
作の和歌を披露された. 越後出身の会津八一や良寛
和尚に強く傾倒されてのことのようであった. 「私
のは和歌と言うほどのものじゃないよ. たんなる腰
折れだけど一一」 と謙遜されながら示されるのが常
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で, どんな人にも尊大ぶらない博士の人柄を感じさ
せた. 図に掲げたものは l 987 年 10月, .島取大学で
開催された日本昆虫学会大会の折に, 居酒屋 「すい
えん」 で昆虫好きの人間の集まりの機会に頂戴した
ものである.
私が博士と最後にお会いしたのは 1991 年 8 月

10日である. 博士が狭心症で倒れられ, 一時は重態
だったと知ったのはかなり日が過ぎてからだった
が,  この時は伺うことができず,  しばらくしてから
黒川村のご自宅にお見舞に何った.  したがって,  こ
の時にはすでに回復されていて, 昆虫に関するよも
やま話を元気に語られた. そして帰りには出nまで
お見送りをいただいたが,  これが博上との永速の別
れになってしまった.  これからは昆虫関係の集会が
あっても, 声高で話をされ, そして常に私達i・filM
き後輩を類達された博 l一にお会いできなくなったこ
とは何とも淋しい限りである. 幽明境を異にした
今,  もはや博士のご管咳に接することができなく
なったが,  これからは天上の世界から總越学会なら
びに会員の活動を温かくお見' fり下さるようおi頭い
すると同時に, 博士のご 福を心からお祈り中しあ
げる次第である. ( 日本 翅学会会長)

地下浅層甲虫相の発見者, 馬場金太郎先生
上  野

昭和40(1965) 年の大晦日に, 馬場金太郎先生か
ら一通の電報が属いた. 「サンキソウデメクラチビ
ゴミヲハツケン,  ゴキタイコウ.」 新潟県のどこか
で, 眼のないチビゴミムシが採れたのだな,  という
ことはよくわかったが, サンキソウという場所がど
こにあるのかわからない. 正月休みのことで, 分県
地図も手許になく, 直接おf'ねしたほうが早いと電
話をかけたら, サンキソウは11層 (つまり新生代
第一:記の地層) に決まっているじゃないか,  という
ご返事がかえってきた.
思い違いというのは仕様のないものだが, 馬場先
生が第_ l d層を強調されたのにはわけがある. その
ころの知識では, 眼のないチビゴミムシがすんでい
るところは, 古生代の石灰岩層に限られると思われ
ていた. それが中生代をとばして新生代の地層に現
われたのだから,  たしかに大事件だった.   しかも,
その 2 年あまり前に, やはり馬場先生によって発見
された, 短足地中性のョネヤマメクラチビゴミムシ
などとちがって, 肢の長い大型種だということだか
ら, 馬場先生に “乞われる” までもなく, 期待は大
きくふく らんだ.
翌年, 現地へ案内していただいて驚いた. 海岸か
らいくらも離れていない低い丘陵は, 雑木林の伐採
されたあとで丸裸,  メクラチビゴミムシどころか碌
な虫がいそうにもないところである. その斜面をゆ
るやかに登る山道の山側に, 採石場かと見紛うほど

俊  -
掘りこんだところがあって, 露出した母岩のうえに
日光が照りつけている. 母岩をおおう土壊の厚さは
およそ2 m. そのトの,  くずくずに風化した頁岩の
割れ目に,  メクラチビゴミムシのコロニーがあり,
大型のハサミコムシやガロアムシなども, いっしょ
にすんでいたということだった.  こんなに深い地中
から昆虫を採集した人は,  もちろんそれまでにはな
かったし, そのような場所にメクラチビゴミムシが
すんでいようとは, 世界中でだれ一人として思いっ
かなかったのである.
道端の石の下からたまたま見つかったチビゴミム
シは, そんなところへ 1 びきだけ湧き出したはずが
ない, どこか近くに親も見弟もいるはずだ, というの
で, すぐ横の斜面をどこまでも掘りさげて, ついに本
来の生息場所を突きとめられた先生の執念には,
まったく頭がさがったが, その当時のわたしには,
この大発見をさらに発展させられる知識の蓄積がな
く , それを手掛りにして地トー性甲虫類の実態を追究
する能力もなかった. のちにェチゴメクラチビゴミ
ムシと命名したこの甲虫が, 太平11ニ一側に分布する種
群のものに近いことをふしぎに思うだけで, 越後か
ら東京の近くまで穴を掘って歩き, 生息分布を解明
しようなどとは, 夢にも考えなかったのである.
馬場先生の発見が,  どれほど重要な意味をもつも
のだったかがわかるのは, 1970年代も半ばを過ぎ
てからのことである. 富士山の溶岩洞動物相の研究

- 3 -
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から, 陸生洞窟動物の起源に疑問をもち, 試行錯誤
を繰り返したすえに行き着いたところが,  まさしく
エチゴメクラチビゴミムシの生息場所と同じような
環境だった. つまり, 厚い土壊層の下の, 風化した
母岩と結土との混じり合った屬で, わたしが地下浅
圈と名づけたこの環境こそ, いわゆる陸生洞窟動物
の本来のすみ場所だったのである.
この一連の研究で, のちに日本動物学会賞をいた
だくことになるのだが, わたしの受賞をだれよりも

-んでくださったのが馬場先生だった.  しかし, わ
たしにすれば, せっかく先生が与えてくださった手

第102 号 ( l993 年6 月)

掛りを,  まともに展開できなかった負い目があり,
ただただ不明を恥じ入るばかり,  もっと鋭い関きが
あれば, 途中の段階を飛び越えて, 一挙にゴールへ
到達できたはずだったのだ. 宣乏学者の仕事に時間
がかかるのは仕方がないよ, それでも結局はすばら
しい成果をあげたのだから結構じゃないか,  という
馬場先生の慰めの言集を昨日のことのように思い出
しながら, わたし自身の研究にも目本輸翅学会の発
展にも温かいご支援をいただいた, 馬場金太郎先生
のご冥福を, 心からお祈りしている.

(国立科学博物館動物研究部)

馬場さんの思い出話2 題

森  本
中條道大:先生と共著で 「馬場金太郎博士採集の新
潟県産象 蟲類 (第 1 報)」 を 『新潟県の昆虫』第 2
輯(1957) に発表以来, 馬場先生は毎年大量のゾゥ
ムシ類標本を調べる機会を与えてくださった. 晩年
採集された台湾産の膨大な標本は, 新種や間題種が
あまりにも多くて調査に時間がかかり, ついに報告
をお見せできなかったのが残念である. 馬場博士の
発見されたソ'ウムシ類の新種は7 種で, 内 4 種に
bahaiの種小名が奉献されている.
l : バパアカサルゾウムシの話

Coeliodes bahai Voss et CHuJ0, 1960は新潟県.里
川産の1 雄で記載され, その後はまったく採れない
珍i重である. 写真はタイプ標本で, 体長2.5 mm, 上
地にある赤掲色の不明瞭な2 横帯が特徴である.

1962 年H本産ソウムシ科目録を編纂した際,  す
べてのソ ウムシに和名を付けたが, この種だけは標
本がなくて和名のイメージが浮かばない. Coeliodes
属の基本和名をァカサルソウムシとしたので, 種小
名からババアカサルソ'ウムシとしたいが, 赤ら顔の
モンキーおやじといった感じから怒られるかも知れ
ないという心配があった. そこで, 中條先生におf司い

・
、

1

ババアカサルソ' ウムシ,  タイプ標本

桂
を立てたところ, その心配なしとのことでこの和名
を付けることにした. 30年以上も昔の話である.
2: パプアニューギニアのクロツヤムシの話
馬場先生はGressit t博 t の設立したパプァ
ニ ュ ーキ'ニアの Wau Ecology Instituteを財政的
に支援しておられた.  このことはGressitt & Hor-
nabrook (1977) Handbook of Common New
Guinea Beetles の言頭にある謝辞でも明らかであ
る.  平lei教授は昭和57 年に海外研究でパプア
ニューギニアの調査を計画されたが, 馬場先生もこ
の緑で平蝎隊に同行することになり, 病後の体を心
配されながら出発の準備を進めておられた.  この年
の4 月26 日中国性林での航空機事故でGressitt博
士夫要が死亡するという惨事があったが, 平l蝎隊は
子定通り7 月 l l 日に福岡空港を出発された. 「 を

採りに行って死ねば本望よ」 というのが馬場先生の
言で, 学会出席の際よりも身軽な手荷物量で発たれ
た.

7 月25 目の日曜目, 博多のホテルから「今帰った
ぞ, すぐ出て来い」 という元気な電話が馬場先生か
らあり, 出発前とは打って変わった元気さで採集珍
談がほとばしり出た.
“WauではGressitt Houseに泊まり, 元気の良
い連中はどこかへ出掛けたので,  1 人で採集に出
た. 山道を少し上った所に大きな朽木があり, 崩す
と中から大きなクロツヤムシが出てきた. 小さなナ
イフで一生懸命崩してやっと 6 頭採集した. この珍
品を見せて他の連中をあっと驚かせてやろうと早く
帰り, 生きたまま木層とピンにいれて玄関近くの台
の上に置き, それとなく気付くようにしておいた.
帰って来た連中は誰もこの虫に気付かないのか一向
に驚く気配がない. そこでピンを取り出し, どうだ
と見せたが, 「それは沢山いますよ」 と, 一言のもと
に片付けられた. 「いいものを採りましたね」とお世
辞を言うくらいの気造いも連中にはない一一”

2 年後に私も同じ場所で採集したが,  これがと思
われる朽木があり,  クロツヤムシが生息していた.

( 九州大学)
- 4 -
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巨星墜つ

黒 沢
0ととせ

「生誕ここに一年と春は再び り来ぬ, 草木緑に
前え出でて基性は高く唱うなり, 若き誇りの二百人
陽光を浴びてf l:に立つ. 」
これはlu制新潟高等学校 (現在の新潟大学) の寮

歌の第一節である. 昭和 l5 ( l 940) 年の秋, 旧制山
形高等学校 (現在の山形大学) の察生だった私は,
対校試合の応援のためにやって来た新潟高校生たち
の斉唱する上記の素歌を始めて聞いた時の感激が忘
れられず, その歌詞を求めてそれを空んじてしまっ
た. 以来私は新潟高校を他校とは考えられず, まる
で姉妹校ででもあるかのような親近感を t表くように
なった.
馬場金太郎博士はそのl日制新潟高校の出身であ
り, 生物研究会を主幸されて大活躍をされたお方
で,  しかも私が興味を持っていたマイマイカプリの
研究青でもある. 私が親近感を懐くのも当然であっ
た.
しかし, 私が馬場さん (失礼ではあるが, 以後親

近感をこめてこう称させて]11く ) と連絡を持ったの
は,  これよりずっと以前, 昭和 12 (1937) 年, 私が
中学4 年生だった時である. コレクターの卵の誰で
もがそうであるように, 当時の私は, 受験勉強を強
要する親の眼を盗んで標本集めに狂奔していた. そ
んな折り, 加入していた学会の機関誌の誌上で馬場
さんの名声を知り,  どう してもサドマイマイカプリ
が欲しくなって, 意を決して馬場さんに交換を中し
込んだ. Hく, 「私はオサムシ好きの1 中学生です.
誌上で御高名を知った. 当方に山形県米沢地方産の
マイマイカプリがあるが, サドマイマイカブリとx:
換して頂けないものであろうか. 」 折返し馬場さん
からの交換を承諾する旨の丁重な返事が属き, サド
マイマイカブリ 1 ♀が送られて来た.  そのl ,大さに
驚いた私は, その標本に付いていたラベル代りの紙
片を見て二度驚くことになった. そこには「佐渡水
津, 1936.9. 16. 死亡」 と 太に大書されていた. 私
たちはラベルに何年何月何日採集または何目採と11
く. 飼育している虫が死んでも何目死と lfくのが普
通である. それが人間、ifみに 「死1_」 である. 私は
馬場さんのマイマイカプリに対する深い慈しみを感
じ,  と同時になぜか馬場さんと言うとこの二字を思
い「手かべる. それが馬場さんの死亡の報せを受けよ
うとは, なんとも悲しいことである.
馬場さんからの標本に対し, 私からは∴速米沢産
のマイマイカプリ (コアオマイマイカブリ ) (f 各
数頭をお送りした.  しかし,  この標本が,  コアオマ
イマイカブリ Carabus (Damaster) fortunet monta-
n s BA A. 1939 ( = am asf 0iaPfozdes Oabazams
IsHIKAwA, 1984) の機式標本となっていようとは,
久しい間, 私が東京に出て来るまで知らずにいた.
私が初めて馬場さんにお目にかかったのは戦後に
なってからで, 昭和23 (1948) 年7 月 5 目のことで
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良 彦
ある. 当時長岡市におられた野平安芸雄博1:を訪ね
た中根猛彦君と私は, 長岡から会津若松にもどる車
中で, 馬場さんを訪れよう との中根君の提案に従
い, 羽越線の小駅, 平木田に降り立った. 水田の中
を小一時間歩いて馬場さんの黑川病院に着いた私た
ちを,  まったくの実然だったにも拘らず, 馬場さん
は快よく迎えて下さった. 虫屋のご多分にもれずl fl.
速虫談開始. やがて一関先に一 人の男がやって来
た. 「言腸だあ, 先生, 診て下せえ. 」 「 E珍客のもて
なし中だ, 明口来い. 」 「明日は日曜で, 先生. 」 「あ
あそうか, そんなら明後日来い. 」 「明後nは法事で
来られねえだ. 」 「えい面倒だ, だら勝手な時に来
い. 」患者はそのまま帰って行った. _然としていた
私たちは, :2;Lる恐る 「よろしいのでしょうか?」 とお
伺いを立てた.  これに対して馬場さんの答えは,
「ワッハツハ, あいっはf曼性だ. 」 と涼しい顔であっ
た. 言腸炎にも慢性があることを私はこの時始めて
知った. 事実, _ 日の'f後私たちが''通川病院を辞す
るまでにこの般者はついに姿を現さなかった.
昭和31 (1956) 年7 月 2 日, 朝比奈正二郎博士と
私は馬場さんの招きで苗場111 とその西側の中津川1実-
谷の調査に出かけた. ・3  口,  馬場さんを合む調査
隊の一行は中津川渓谷にある逆巻温泉から金城山に
至る登山適の急坂に喘いでいた. 途中で休息をとる
ことになり, 急坂に, 朝比 , 馬場, それに私の順
に腰を下した. その時, 馬場さんの腰を下した大き
な石の下から, 思いもかけず,  1 .の黒いゴミムシ
が這い出して来た. 急斜面だから私の顔にもっとも
近い. 当然私が見付けて殺虫管に収めた. よく見る
と, なんと, 当時は数えるほどしか採れていなかっ
たニッコウオオズナガゴミムシではないか. お藤で
私は終生馬場さんから, 「俺の尻のトーから珍品を引
き出す図々 しい奴がけっかる. 」 と根まれることに
なってしまつ t◆ もちろんつかまえた は馬場さん
に取り上げられてしまったが.
甲虫談語会が財政難で喘いでいた頃, 馬場さんに
援助をお願いしたことがあるが, 快く大金を寄付し
て]11いた. お蔭で『甲虫ニュース』の発行を何とか
続けることが出来たが, Aでは速い111の思い出と
なってしまった.
以上, 長々 と馬場金 郎博士の想い出を機って来
たが, どこからか, 「ワッハツハ」 と馬場さん特有の
r高P基いが聞こえて来るような気がする. 妄 iお許し
のほどを_

- 5 -

花開き春は れどきみは居ず

悲しいかなや巨 _ は流れぬ

(東京都tit田谷区)



甲虫ニュース

昆虫採集学者, 金太郎先生
斉 藤

私が馬場先生とお会いするのは, 虫学会や鞘翅
学会などの会場である. 先生は特に分類関係の発表
をよく聞かれ, 最前列に座りほとんどの識演に対し
積極的に質問をされていた. 形態の比較による分類
の識演に対しては, 生時の状態はどうなのか, 屋内
実験による生態や行動の議演に対しては, 自然状態
ではどうなのか, といった内容の質問が多かったよ
うに思う. これは, 先生が.Ei虫を研究する際は, 生
きている に多く接していなければならないという
お考えによるものであったのだろう.
先生は‘,議演後の飲み会には特に甲'1[iの分類学者を
中心にさそって下さり, その折 虫に関するおはな
しをお聞きするのが大変楽しみであった. 民虫学の
大先生方の若いヒ直の失敗談や虫が採れなくて四苫八
していた様子を滑椿にはなしてく ださった.  ま
た,  私達は 「人間がその存在も知らずに,  絶えて
いってしまつ i i !1[iがいるとしたら, とても悲しいこ
とだ」, 若い分類学者がもっと活躍して欲しいとは
げまされたものである. さらに, 先生の持論は 「 i i
虫採集は学問である」 というものであった. 民虫を
採集するには多くの経験と知識が必要で, その際に
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秀 生

得られた情報を理論的に整理すると学術論文になる
が, まだ整理されていない中に多くの重要な情報が
宝物のように詰め込まれていると考えておられた.
私達に対して, 今では一名な先生方もみんな若いと
きは採集ばかりしている「虫きち」だったといって,
」Ei_tlJ採集の重要性をお話しトーさった.
このような馬場先生のお考えを元に1991 年に九
州大学出版会より「i i虫採集学」が発行されたが, 私
の印象ではこの出版物と先生の考えておられた「.民
虫採集の中に隠れている宝物」の内容は少し違って
いたように思う. 夜間採集のスクリーンの色を白か
ら薄い青に変えると が多く集まることや, 哺乳
類に紙コップをいたずらされないためのべ一 トな
ど, ささいな工 から始まる昆虫学であり, 現状では
理論的裏づけがないが, 実際に野外で生きた虫と接
していて得た経験や知識をまとめたものが, 馬場先
生の言われた 虫採集学に近いように思う.
可能ならば当学会有. ・、で先生のお考えに近い  「甲
虫採集学」 を作れたらすばらしいと思い, 広く学会
員.に提案するとともに, 馬場金太郎先生のご '「福を
お祈り致します. ( 千集県T一集市)

馬場先生と歩行虫

笠 原

口本産」尤虫総目録索引 (1989, 九州大学) による
と, 馬場金 郎先生に献名された昆虫は, さまざま
な分類研-にわたって60余種に及び, 5 種が歩行虫
である.  一方, 先生が土生 申博上,  t;野俊一博士
とそれぞれ共11で記載された歩行虫の新種・ 新亜種
は15 種を数え,  この類に関する先生の造請がうか
がえる. 先生のマイマイカプリについての先駆的研
究は有名だが, 1972 年に発表された土生博士と共

-の 「新潟県の・11行虫科」 (越佐昆_rt!同好会々報, 4
(1)) は, オサムシ族を除く 325種をようし, 久しく
ゴミムシ屋の鑽仰のまとであった. 当時,  これほど
多数の種と産地を収録した一県の目録は他になく,
「あのコンビではちょっと 刀打できないよ」 とい
うのが。准しもの偽わらざる感想であった.  また, 表
紙を飾る ョネヤマメクラチビゴミムシ Kurasaωa-
trechus endogaeus S. UENo et BABAと生息地の写
真も見すごせない. それまで, 石灰岩地帯の0重乳洞
にのみ生息すると思われていたメクラチビゴミムシ
が, 馬場先生によって初めて泥岩の裂隙から発見さ
れ,  この類の本来の生息環境が地下浅層であること
がわかった記念碑的業績となったものだからであ
る. 以来, 先生は「土工のように岩盤を掘り進んで
メクラチビゴミムシの類を求め」 ることになる (馬
場金太郎, 1969. 虫きち, p. 194).
この例のみならず, 馬場先生が創意工夫をこらし

須磨生

1987 年3 月21 日, 新宿車屋にて

て発見採集された民虫は,  目本産に限っても優に
100種を越える. そのf準業は, 先生が永年提唱され
て来たk! '11採集学と表要をなすもので, 先年上l  
れた大mt 『 i i ti採集学』 はその結実であり, 屋に
残された先生の大きな過産である.
先生は, 甲虫談話会や 翅学会の例・ 大会のたび
に上京され, 虫屋との歓談をなによりの楽しみとさ
れた, 懇親会や二次会では過分の御馳走にあずかっ
たものである. 先生を _野駅近くの常宿へお送りす
るのが私の役目であったが, 車中よく往年のゴミム
シ採集談を1。iった. またしばしば採集費や標本補を
買うようにと小適を頂いた. 「君は絵描きで資乏だ
が, 私は金持ちだぞ」 といって封筒を渡される時の
先生の温かな目指しを忘れることができない.

( 千集県船橋r s-  
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パパムナビロコメツキのことなど

大 平

者が馬場先生採集のコメッキムシ類を調べ始め
たのは1955 年頃からである.  どういうわけか知ら
ないが, ずいぶん厚意をもって指導して頂いたよう
に思う. 先生から次から次へと標本が送られてき
て, 整理できたものから先生と共著で主として越佐
昆虫同好会々 報へ発表した. 印刷費や別刷代はすべ
て先生が負担して下さった. 先生の標本は一方を糊
付けにした一角紙にラベルと共に無造作に入ってい
て, 台紙に付けて整理するのは容易であったが, そ
の量の多さは異常で, サビキコリのような普通種が
ときに数十個体も入っていることがあった.  しか
し, 標本については何の制約もなく, 自由に研究す
ることができた.

l955 年に馬場先生から佐渡島で採集されたコメ
ッキムシ類が送られてきた. その中に細言d清治氏が
佐渡島相川町達者で1955 年5 月3 日に採集された
体長9 mmほどの黒色をした種が含まれており,
色々調 f l した結果, 新属新種であることがわかった
ので, 1956 年にSadoganus bahai と命名して記載
した (Kontyu, 24: 8-18). 樋熊氏が採集したのに
babaz というのは妙なことであるが,  たぶん佐渡島
へ同行された馬場先生に献名して下さいということ
ではなかったかと思う. 和名はババムナビロコメッ
キである.  このとき, どうしてか先生はあまり萬ば
れなかったように記憶している.  どうも呼び名から
くる印象が良くなかったからのようで,  あとで
kintarout としておけば良かったと思った.
本 `l  はその後,  北海道から J '州まで点々 と分布す
ることが知られているが, 東北地方と四国からは未

仁 夫
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、バムナビロコメツキ ( A) と幼.l;l!の第9 腹節 (B)

知である. 本種は一般に河原や谷川の小石のト側な
どに生息, 河川と同か関係があるように思われる.
また, 1957 年に岐阜の長良川の河原で幼虫を採集,
飼育の結果本種であることが判明した. 熱した幼
虫は8 月下句から9 月にかけて蛹になる. しかし,
幼虫の形態は特有で, 現在はカバイロコメッキ属
(Ectinus属) などの近くに置かれているが, 現在1
属1 種で, 系統的にはこれとはかなり離れた位置に
ある属の種のように思われる. 先生がこの上なく愛
された佐渡島と先生の名前がっいたこの種はいっま
でも先生を偲ぶよすがにしたいと思うが, 一方で本
種は系統のはっきりしない普通でない存在でもある
わけで, その意味からも本種は馬場先生にふさわし
い名であると思う次第である. (愛知県岡崎市)

馬場金太郎先生採集のハムシ類標本
木  元  新  作

九州の田含住いのこともあって, 私が馬場金太郎 島産ハムシ類, 越佐昆虫同好会々 報, (50): 1-5.
先生の,jト報に接したのは2 月に入ってからのこと 当時, 南西諸島の調査を続けておられた馬場先生
であった. 馬場先生の昆虫学界への貢献について から, その後も引続き標本の送付があり,  これらを
は, 多くの方々が既に,書かれているので,  ここでは まとめたのが次の報告である.
馬場先生から提供を受けた標本類についての研究結 木元新作,  1982. 馬場金太郎博_目采集の琉球産八
果を報告し, 馬場先生をしのぶこととする. ムシ類, 越佐昆虫同好会々 報, (53): 63-67.
馬場先生の採集された標本の提供を最初に私が受 その後, 馬場先生はその調査の範囲を東南アジア
けたのは, 八重山諸島産のハムシ類であった.  この 各地に拡大され,  特に1980年代にはほとんど毎年
標本を受取った時期は正確に記憶していないが, お のように台湾各地で.昆虫採集に従事され, 私に英大
そらく l970年代後平_のことであったと思われる. な標本の研究を依託されたのである.  これらの採集
私はその時期, 毎年のように沖縄各地の調査を実施 品によって, 私は次の2 つの報告書を作成した.
しており, 偶然那朝で馬場先生とお会いし, 琉球大 KIMoTo, S., 1989. The Taiwanese Chrysomel-
学の東 清二さんとご一緒に食事に誘われ,  ご高説 idae collected by Dr. Kintaro Baba, on the occa-
を わることもあった. そのような事情で,  この標 s ion of his entomological survey i n 1983 and
本は大変私にとって費重であり,  これをまとめて報 1986. KurumeUniυ. J., 32 (2): 237-272.
告したのが下記の印刷物である. KIMoT0, S., 1991. The Taiwanese Ch「ySOmel-
木元新作,  1g7g. 馬場金太郎博 t採集の八重山諸 i dae collected by Dr. Kintaro Baba, on the occa-
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sion of his entomological survey in 1987, l988
and 1989. Kurume Uniυ. J., 44 (1): 1-27.
なお,  上記の印刷物は海外でのサーキュ レイシ ョ
ンが良くないので, 新属や新種の記載などは,  別の
論文として下記のような印刷物とした.

KIMoTo, S., 1989. Description of a new genus
and three new species of Taiwanese ChrysomeI-
idae col lected by Dr. Kintaro Bata, on the occa-
sion of his en tomological survey i n 1986. Ent.
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Reυ. Japan, 44: 73-78.
KIMoTo, S., 1991. Description of a new genus

and six new species of Chrysomel idae collected
by Dr. Kintaro Baba in Taiwan, China. Ent. Reυ.
Japan, 46: 13-20.
なお, 現在これらの研究に使用された標本類は,
私が所蔵する一部を除き, 大部分のものは新潟県の
黒川村昆虫館に所蔵されている.

(福岡県久留米大学)

馬場金太郎博士採集の新潟県産力ツオプシムシ科甲虫目録

大   林
馬場先生にいただいたままになっていたカッオブ
シムシ科甲虫のうち,  新潟県産種のリストを報告す
る. このうちケカッオプシムシ属 (7nnodes) の1 種
は末記載種と思われるが,  今後の標本の追加を待っ
て検n-、i したい. なお, 採集地データのN. E., M. E., S.
E. はそれぞれラベルの N. Echigo, M. Echigo, S.
Echigoを省略したものである.
1. Dermestesυera:11 MoTscHULsKY アカオビカ ッ
オブシムシ

Mimoto, N. E., l , 16. V,1976. Murakami, N.
E., 1 , 29. II, 1960.

2. Dermestes ater DEGEER トビカッオブシムシ
Shibata, N. E., l , 2. VII, 1954; l , 4. VII,
1954; l ♀,27. VII, l955. Kurokawa, N. E., 1 ♀,
17. VI, 1955;1 , 8. VI, l959; 1(f , 24. V, 1960;
l 9, 9. IX, 1959; l ♀, 29. VII, l956; 1 ♀, 28.
VIII, 1955. Nakago-mura, S. E., 1 ♀, 14. VII,
l 96 7. Nakaoka. Sade,  1♀,  17. VI.  1961.

RyOtsu, Sade,  1♀,  l6. IX,  1967. 0okura,
Sade, 1 ,

18. X, 1962.
3. Dermestes f reudi KALIK et N. 0HBAYAsHIスジ
カ ッオブシムシ

Kurokawa, N. E., 1 ♀, 21. VI, 1961.
4. Dermestes tesseuatoco l li s MoTs cHULsKY ケ ァ

カカッオプシムシ
Muramatsu-hama, N. E., l , 2 3. V, 1 95 6.

5.  Dermestes coa rctatus HAROLD カ ドムネカ ッオ
プシムシ

Iwagasaki, N. E., l ♀, 16. VII, 1961. Niigata-
shi, N. E., 3cl''cf', 5. V, l933.

6. A ttagenus umcoior faPom s REITTER ヒメ カ
ツオプシムシ

Kurokawa, N. E., 1♀ , 10. VI, 1976; 1♀ , 12. VI,
l956; 1♀. 15. VI, 1955; 1(f 2♀♀, 17. VI,
1956; l c; , 5. VI, 1977. Shi bata, N. E., 1♀

,
21.

V I.  l 955. Yuzawa-spa, M. E.,  l♀,  l 9. VI,
1962. MyOk0-spa, S. E., l o'', l t. VI,1962. 0da,
Sade, 1 (f 20. VI, 1963.

7.  Trogoderma 1ongzsetosum CHAO et LEE クロマ
ダラカ ッオブシムシ

延   夫
Mt. Jigami, Mts. Iide, N. E., l , 27. VII, 1956.

8. Thaumag1ossa oυiυera (MATsUMuRA et MA-
TSUSHITA) カマキリタマゴカッオプシムシ

Kurokawa, N. E., 3(f 10♀♀, 10. IV, 1961;4
6 ♀, 15. IV, 1961.

9. Anth「onus ;mpPonerisis KALIK et N. 0HBAYA-
sll l シロオビマルカ ッオブシムシ

Kurokawa, N. E., 1 2 .9 ♀ , 21. V,  1956.
Senami. N. E., 1(1フ'2♀♀, 17. V,  l973. Mt.
MyOk0, S. E., 1 ♀, 18. V, 1976. 0okura, Sade,
1 ♀, 31. V, 1963.

10.  Anthremisυerbasct (LINNE) ヒメマルカツオブ
シム シ

Senami, N. E., 5exs., 4. VI, 1959; lex., 17. VI,
l977;7exs.,17. V, 1973. 0oshima, N. E., lex.,
17. V, 1967. Agekawa, N. E., 3exs., 24. IV,
1966. M urakami, N. E., 3exs., 24. V, 1959.
Kurokawa, N. E., 2exs., 4. VI, 1961; l ex., 15.
V, 1956; 2exs., 15. V, l972. Shibata, N. E., 3
exs 21. V, 1958. Ni igata-shi, N. E., 3exs., 22.
V, l933. Iwasawa, Asahimura, N.E., 4exs.,
l5. VI, l 959. Sakasamaki, M. E., tex t. VII,
1956. Katamachi, S. E., 7exs. 9. V,  1966.
Oomi-machi, S. E., 3exs., 14. VI, 1980. 0da,
Sade, lex, 20. VI, 1963.

11.  Anth「onus7aPomcus N. 0HBAYAsHI チビマル
カ ッオブシムシ

Senami, N. E., 5 5♀♀, 17. VI, l977. Mi-
kuni-tOge, M. E., 1 , 30. V I, 1962. Sakasa-
maki, M. E., 1 ♀, 1. VII, 1956. MyOk0-spa, S.
E., 10. VI,1962. Sasagamine, S. E. 1♀, l 6. VII,
l 976.

12. 7、rtnodes rufescens REITTER チ ビケカ ッオブ
シム シ

Aoneba-goe, Sade, l , 7. V I, 1936. (BABA,
SUZUKI & SAWAN0 leg)

13. Tnnodes sp.
Kurokawa, N. E., l , 24. VI, 1957.

(愛媛大学)
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馬場金太郎先生採集の新潟県産ツツキノ コムシ科 ・ コキノ コムシ科目録

宮 武 睦 夫

ずいぶんEi・に馬場先生から届けられたこれらの甲
虫は,  先生の採集品としては意外に少ない.  その旨
先生に申し上げたところ,  自分で採集に来なさいと
いわれ,  ひそかに多くの種類を追加して先生を驚か
せようと思いつつ,  発表の機会を逃していたもので
ある.  このたびの追悼号にお詫びの意を込めて報告
する.  なお,  ツツキノコムシ科は川那部が,  コキノ
コムシ科は宮武がおもに同定した.
Ciidaeツツキノコムシ科
1. Cis m'ppom'as CHOJ0 ミヤマツツキノコムシ

Takane, N. Echigo, 8. V. 1967, l f' . Shimo-
seki, N. Echigo, 20. V. 1967, 1 1 ♀. K uro-
kawa, N. Echigo, 23. IV. 1973, 12(1'''11 ♀.

2. Cis senatuh is KIEsENwETTER ミッ アナッッ キ

ノコムシ

Shimoseki, N. Echigo, 8. V. 1967, 4 2 ♀♀

3. Cis 加'enag p加 s REITTER ゴマフツツキノコ
ム シ

Kurokawa,  N.  Echigo, 10. V . l 965,  l♀.
Takane, N. Echigo, 8. V. 1967, 1 ♀. Shimo-
seki, N. Echigo, 20. V. l 967, 1 ♀.

4. Cis senatopitosus MoTscHuLsKYキタッッキノ
コ ム シ

Kurokawa, N. Echigo, 19. VII i957, l ; 14.
VII I. 1964, 2 . Tan i kawa, S. Echigo, 22.
VIII. 1959, 1 ♀. Senami, N. Echigo, 17. VII.
1962,  l 1♀. Mikunitoge, M. Echigo, 15.
VII I. l966, 2 . Takane, N. Echigo, 8. V .

1967,1 ♀. Miomote, N. Echigo, 21. VIII. 1967,
1 .

5. Cis sp.
Shibata, N. Echigo,17. VI. l951, 3 (2exs.,
H. K oIKE)

6. Orf1loa's sp.
Kurokawa, N. Echigo, 19. VIL1957, 1(1フ'1 ♀.

7.  Sulcacis affinis (GYLLENHAL)  トゲヒメッッキ
ノ コ ム シ

Kurokawa, N. Echigo, 15. VII i 954, 3 .

Tsunagi, N. Echgo,19. VII i961, to . Mt.
Hiuchi, S. Echigo, 27. V II I. 1966, 3

8. Octotemnus lamin if rons (MoTscHULsKY) ツヤ
ツツキノ コムシ

Shimoseki, N. Echigo, 8. V. 1967, 3♀♀.
Kurokawa, N. Echigo, 20. V. l967, 2 2
♀♀.

9.  Octotemnus lapomcus MIYATAKEカタキバツツ
キノ コムシ

Shimoseki, N. Echigo, 20. V. 1967, 1 l ♀.
10.  Octotemnus part'ulus MIYATAKE ヒメッヤッ
ツキノ コムシ

Shimoseki, N. Echigo, 8. V. 1967, 1 ♀.

No lO2 (June l 993)

川那部 真

Mycetophagidaeコキノコムシ科
1.  Mycetophagus antematus (REITTER) ヒケ'プト
コキノ コムシ

Akadani, N. Echigo, 25. VII i 954, lex. Ku-
rokawa, N. Echigo, l 2. VII i 959, 4exs. Mu-
ramatsu, N. Echigo, 17. VII i972, 2exs. Mt.
Yoneyama, M. Echigo,11. VII i 970, lex. Mt.
Donden, Sade 1., 23. V I I i970, 2ex s.

2.  Mycetophagus ater (REITTER) クロコキノコム
シ

M t. Monna i, N. Echigo, (1800 m). 24. V II.

1972, lex. Kanamazu, 16. IX. 1961, lex.
3.  Mycetophagas加'Men'ams REITTER ヒレルコキ
ノ コムシ

Kurokawa,  N.  Echigo, 14. 11. 1955, l ex.
Nakaj0, N. Echigo, 9. VII i 967, lex.

4. Mycetophagus pustulatus (REITTER) コマダラ
コ キノ コムシ

Kurokawa, N. Echigo, 10. IX. 1968, 2exs.; 4.
VIII. 1970, 2exs. Tsugawa, N. Echigo, 8. V.
1976,2exs. Ni igata, N. Echigo, 22. 111.1973, 1
ex. Mikuni-toge, M. Echigo, 1. VII i967, lex.
Asagai, M. Echigo, 23. VI. 1967, lex. 0kuta-
dami, M. Echigo, 30. VII i961, 2exs.

(愛媛大学)

0新潟県新保岳で得られたチビシデムシ
(チビシデムシ科分布資料7)
数年前, 故馬場金太郎先生とお話をする機会があ
り, '11者がチビシデムシ科甲虫に興味を持っている
ことをお伝えしたところ, ほどなく新潟県北部の新
保岳で採集された同科甲虫を意与された. 新保岳は
村上市の北北東約5 kmに位置する標高852 mの
山である.
採集品は5 属6 種に分類されたが, 種名未定の

Catops hi11eri グループに属するものを除き,  ここ
に公表しておきたい. 先生の生前に公表しなかった
ことが悔まれる.
Nemadusasagt M. NlsHIKAwA タンザワヒメチビシ
デムシ, 1(1''.
Prionochaeta 1larmand i PoRTEvlN オオクロチ ビシ
デムシ,  l
Sciodrepoides fumatus (SpENcE) カバイロコチビシ
デムシ, 2 1 ♀.
Mesocatops jlapomcus (JEANNEL) ホソムネコチビシ
デムシ, 7 8 ♀.
データはいずれも新潟県岩船郡新保岳, 22. V.

1987, 馬場金太郎採集である.
(神 川県海老名市, 西川正明)
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故馬場金太郎博士採集の新潟県産ネクイハムシ類若干
高 橋 和 弘

馬場金太郎博士が 1986 年に新潟県内で採集され
たネクイハムシ類3 種を頂戴しているので, ここに
記録しておくことにする.  また, オオネクイハムシ
については若T:-の新しい知見が得られたので, あわ
せてメモしておくこととした. 生前たびたびお世話
を頂いた馬場博上に厚くお礼申し上げるとともに,
心からの御l'i福をお祈り中し l:げる.
ヒ ラ タネ ク イハムシ onacia (0onaaa) blum
K IMOT0
南表ii原郡下田村吉ヶ平, 11_ vi. 1986. 1 頭.
オオネクイハムシ lateumans (P9ateumans) con-
sfncticoihs (JACOBY)
岩船郡朝日村高根,  16. vi. 1986, 1 7♀♀; 岩船
郡関川村沼,  12. vi. 1986, 3 4 o ; 南浦原郡下
田村,li-ケ平, 11. vi. 1986, 307 頭.
割目村産はいずれもfil-色, 腿節後半部は':i '~暗色
だが,  1 頭だけは腿節全体が赤褐色のものであっ
た. 関川付産はすべて紫 i '~照色, 腿節全体が赤褐
色であった.  これに対し, 下田村産は興味深いこと
に体の色彩差が顕著で, l39 頭は紫黒色~黒色, 残
り168 頭が鋼~赤銅~鋼緑~緑色 (赤銅~銅緑型が
もっとも多く , 銅型と緑型は少ない) であり, また,
腿節は後平部が黒~暗色だが, 暗色部が著しく縮小
したものも認められた. 各産地のoフ'交尾器 (背片)
を図 l に, の第8 節背板を図2 に示す. の第 8
節背Sliには地域による差はあまり認められないが,
(f の交尾器にはやや注目すべき変異が認められた.
とくに関川村沼の産地のものは側部の張り出しが弱
いことや, 先端部が細まらず, わずかに みが認め
られる個体もあることなど特異な傾向があった. -
方,  トー田村産の交尾器は側部の張り出しは比較的顕
着'であるが, 先端部の形状にかなりの個体変異が認
められ, 個体によって先端部の凹みが目立ち割れ目
状になるものすらあった.

・高 桑 正 敏

オオネクイハムシには地理的な変異が多く認めら
れ, 現在 4 亜種に分割されているが, このうち下田
村産は馬場博 tが発見し, 中條適 博士によって命
名された亜種 bahaiの基準産地である.  ところで,
交尾器背片先端部の[u]みの存在と腿節が赤 色にな
る点は,  いずれも基準亜種の特徴であり, bahai と
区別する上での重要なポイントとなっているが, A,
同の検討の結果では, 交尾器背片先端の凹みの有無
については, 単純には基準亜IF重 との識別に使用でき
ないことが明らかとなった. ただし, この点につい
ては基準亜種ではこの四みが安定的に出現すること
と, それに続く縦溝状の部分をもっていることか
ら, 四みの形状を比較することによって, ある程度
の区別は可能である. また, 交尾器背片の側部が張
り出すことがbahaiの特徴とされているが,  この点
については図示したように個体変異がみられ, 明確
な区別点にはならないようである.
以上の結果から判断すると, 朝L]村産については
腿節の色彩や(f交尾器の形状からbahaiに含められ
るものと思われる. ところが, 関川村産に関しては,
すでに述べたとおり, 腿節全体が赤褐色であり, な
おかつ 交尾器の形態にも基準亜種にある程度類似
する要素をもっており, 両,ff種の中間型ともいえる
形質をもった個体群であると見なされる. 図3 にこ
の付近における基準亜種と bahaiの文献による記録
と今回報告した産地を示した. 両亜種の分布境界付
近では, 一般的に北よりに基準.fE種が分布し, その
南側にbahaiが分布するのが通常のパターンであ
る.  ところが, 関川村より北方にl f_置する朝日村産
は l 頭を除けば典型的なbahaiであるのに対し, 関
川村産は両亜種の中間型と考られる個体器持-であっ
た.  これらの結果から, 者らは次のように推察し
た. すなわち,  この地域周辺では両亜種の分布境界
が複雑に入り組んでおり, 場所によってはその画

a bl b 2 -   c l c2 -  c 3

図1.  各産地のオオネクイハムシの(f交尾器背片先端部 (背面). a: 朝日村高根; b: 関川村沼; c: F田付吉ヶ、l
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a ・ b ' c

図2.  各産地のオオネクイハムシの 第8 腹節背板.
a: 朝日村高根; b: 関川村沼; c: トー田村吉ヶ平.

種の分布が重なり合い, 交雑が行われたのではない
かということである.  その典型的な場所こそが関川

村であった,  と考えると理解しやすいのであるが,
いかがなものだろうか.  いずれにせよ,  この周辺で
のさらに徹底的な分布調査の必要性が, 改めて認識
される結果となった.
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図3.  新潟県, 山形県, 福島県付近におけるオオネク
イハムシ各亜種の分布状況と ' t・回報告した産地.
0 : 基亜 ; ●: ssp. bahai; ◎: 中間型?.
a: 朝口村高根; b: 関川付沼; c:  F田村,L:ケ平.

;i一船郡朝口村岩崩, 23. v. l986,13 頭; 同, l2. vi.
l986, 3頭; 朝u村高根,  16. vi. 1986, 25 f直; 岩船
郡関川村沼,  12. vi. 1986, 2 頭; 南浦原郡ト田付r'i
ケ平, 11. vi. 1986, 23 頭; 中f直城部妙高高原イモリ
池, 25. vi. 1986, l l 頭.
(高橋, 神奈川県平塚市; 高桑, 神奈川ll-;立博物館)

馬場金太郎先生の思い出

久保田
馬場金太郎先生と初めてお会いしたのは, 私が東
京農大の学生だったヒ直であるから.   もう20年ほど
前のことになる. おそらく甲 談語会の年末の例会
のときのことで, 壇上でお話する先生はとても大き
なかたに見えた. そのあとの忘年会ではじめてご挨
拶したが, 実際には小柄なかたであったのは意外で
あった. 存在自体が大きな先生であったのでそのよ
うに見えたのであろう.
馬場先生のお名前を初めて にしたのは,  さらに
その数年前, 水尸で戦前から民虫を調べておられた
日置正義先生からで, サドマイマイカブリを交換し
てもらったという内容の話であったが, ずいぶんと
親しみのある話りぶりが印象に残っている.
そんなこともあり, 初対面の馬場先生にご挨拶を
したわけであるが, 馬場先生は私の を見て 「おま
えはキューバのカスト口だ.  さあ酒を飲め」 と応え
てFさったのがとても思い出深い. その後何度が要
会の末席に加えさせていただいたが, お体を態くさ
れてからは自ら杯はとらなくなったものの, 戦前か
らの筋金入りの虫屋という零囲気は失われておら
ず, 密かに敬服していた.
その馬場先生には, 我々 若 の間にいくつかの逸
語が伝えられている. 「近寄りがたい採集ポイント
にヘリコプターを飛ばした」 「メクラチビゴミを採

正 秀
るのに建をブルドーザーで崩した」 「ひとつの採集
ポイントを何時間も動かない先生の脇で連転 fが
じっと見守っている」 等 .々 私には直接確めるf月気
はなかったが,  どうやらまったくの作り語でもな
かったようである.
虫を採ることに熱心で, 常々 「.Ei虫採集学」 を提
唱されていた先生には, そのご体験をもとにした成
書をおまとめいただきたいとお願いしたことがあっ
た. その時には平ie先生とのお話が進んでいたよう
で, 私が考えていたものは実現しなかったが, 大部
の本が九州大学出版会から発行され, 馬場先生の
「 ｯ虫採集学」の一端に触れられるようになったこ
とはi iばしいことである.

1986 年 8 月,  神奈川県立t専物館で開かれたネク
イハムシ研究会の析, 先生はたくさんのオオネクイ
ハムシをお持ち下さり 「存分に検てください」 とい
うお言集であった. ム・' '-で高橋・ 高桑さんが検,i f
し, 報告されているが, Plateumaris constncttcollis
bahai は新潟県を中心に興味深い分布状況を し ,
その形態は先生のお好きだったマイマイカプリにも
似た変異をあらわす。 馬場先生亡き後も, 私たちの
babat とのお付き合いは当分続きそうである.

( 千集県野田市)
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平山修次郎氏著 「原色甲虫図譜」 中に現れた新名について

黒 沢 良 彦

平山修次郎;着, 原色甲虫図語 (1940, 東京, =省
) は日本が太平洋戦争に実入する丁度 l 年前の昭
和15( l940) 年の容れに発行された図鑑で,   私たち
虫少年の甲!i 'への夢を経き立ててくれた図鑑で
あった.  その内容は, 平山氏の前著, 原色千種昆虫
図諾 (1933, 東京, _1 逑ー)  の中の甲虫の部分 1 8図
版,  および原色千種続昆虫図諾 (1937, 東京,  一省
望) の同じく甲虫の部分 14 図版を抽出し,  それに
新たに20図版を加えて編集し直したもので, 1,100
種1,137 頭が収録されている.  しかし, 出版の翌年
に 平洋戦争に実入したために出版事情が悪化し,
そのまま終戦となってしまったので, 版を重ねるこ
となく絶版となってしまった.
収録されている1,100種は台湾や朝鮮半島を含
むl日H本領全域の大型美麗種を網羅しているために
でも台湾などの種名を調べるのに重' i' がられてい
る.  しかし,  これらのうちト一記の6 種は本書の出版
される以前にはその記載が見当たらない.
1. ダイセンタマ Coraebus daisensense MlwA (p.
70, pl 27, fig 3)   ( ミヤマナカポソタマムシ Co-
roebus montanus MIwA et CHtJJ0, 1940)
2. コ ウ ト ウ セス ヂ タ マ / n d ot aem a o toe nszs

MIwA et CHUJo(p 71, pl 27, fig.111 (コウトウセス
ジタマムシ fn'dofaen i'a otoens is MlwA et CHuJ0,
1940)
3. アカバホ ソタマ (変種) sυin'dn' LINNAE-
US var. (p 72, pl 27, fig.18) ( アカバナガタマムシ
Agritus smuatus yohoyamai Y. KUROSAWA, 1975)
4. カ セウ ト ウア ヲ ゴマ フザウ Konorrhynchus
samasanensis MIwA et HIRAYAMA (p 79, pl 29.
fig. 1) (ゴマフ ニセカ タソ'ウ Eupyrlgops samasa-
nensis (MlwA et HIRAYAMA, 1940))
5. ウスキホシテ ンタウ S a m o m a 加fayamai
YuAsA (p. l70, pl 52, fig 23) ( ウスキホシテントウ
Synhamom'a加'Mayamai YuAsA, 1963)
6. ジウロクテ ンタウ Me ysia m pomca Y uAsA
(p. 172, pl 52, fig 38) ( シロジュウロクホシテント
ウMeomysia m'ppom'ca YuAsA, 1963)
各種の最後の括弧内の種名は現在使用されている
種名である.
これらの種類について, 平山氏は「はしがき」 の

中で,  「付記:  第 52 図版の23 図及び28 図の学名
は, 湯浅啓温氏が, 近く新種として, 発表せられる
はずのものである.  なお,  第 29 図版の1 図も木:発
表のものであるのに, 本IE:に掲載したことをお断り
しておく . 」 と断っている.  しかし, 本書では, 原色
図版と共に各種について, 数行ではあるが, 一般的
な形態の記繊があるので,  これを無記載 (nomen
nudum) とすることは出来ない.  したがって, 本書
を上記各種の最初の有効な記載と認めないわけには
いかない.  もちろん命名者は平山修次郎氏自身であ

る.
蛇足ながら各種について解説を加えてみる.

1. ミヤマナカポソタマムシ Coroebus da isenens is
HIRAYAMA, 1940

Coraebus da isensense HIRAYAMA, 1940, Gen-
shoku-KOchu Zufu: 70, pl 27, fig 3.

Coraebus morttanus MlwA et CHuJ0,  1940,
Nippon no KOchu, 3 (2): 14, pl 7, fig. 14.

Coraebus daisensense の種名は鳥取県大山にち
なむものである. したがって daisensense は daise-
nenseの誤植と考えられる.  一方属名は男性形であ
るから種名も男性形のdaisenensisに改めなければ
ならない.  また,  和名に先占権はないので通当と思
われる, ミヤマナカポソタマムシを残した.
2. コウ トウセスジタマムシ fn dofaema ofoe hsi
HIRAYAMA, 1940

Ir i dotaema kotoensis HIRAYAMA, 1940, Gen-
shoku KOchu Zufu: 71, pl 27, fig. 11.

/ndotaema otoenszs MIwA et CHOJ0, 1940,
Nippon no KOchu, 3 (2): 56 & 66, pl 7, fig.

13.
平山氏の図諾の発行が昭和15 (1940) 年12 月25
日,  一輪勇四郎,  中條道夫両博一t一の論文の発行が昭
和15 (1940) 年12 月30口であるから, 平山氏の方
に先占権を認めないわけにはいかない.   ミ ヤマナカ
ボソタマムシは従来の学名の種名と命名者を,  コウ
トウセスジタマムシは命名者を変更しなければなら
ない.
3. アカバナガタマムシ .Agri ltis sinuatus yoko-
yamai Y. KUROSAWA, l975

Agn ius υi n dn LINNAEUS, v a 「 .: HIRAYAMA,
1940, Genshoku KOchu Zufu:72, pl 27, fig.

18.
Agrtlus sachaiinensts: IGA, 1955, Coloured Ill.

Ins. Jap., Osaka: 8, pl 4, fig 49 (nec OBEN-
BERGER, 1935).

A s s a c 加ellszs OBENBERGER, ab y0 X0
yamat IGA,  1955, Coloured 111. Ins. Jap..

Osaka: 8.
S sz n a加s yo oya maz Y.  KUROSAWA,

l975, Coleopterists' News, (25/26): 1.
本種の種名が上記の通り確定するまでの詳しい経
過については本誌 25/26 号において述べたのでこ
こでは省略する.
なお,  三輪,  中條両t専一t:が1940年の論文で付記
的に樺太から記録した, A ' i usυi n dn' LINNE var.
は,  はっきりどの種と特定出来ないが,  本種ではな
いことは確かである.
4. ゴマフ ニセカ タソ'ウ upyrgops samasanensz's
(MIWA et H IRAYAMA, 1940)

Pachyrrhynchus sp., KATo, l 933, Genshoku
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Nippon Konchu Zukan, Tokyo, 9, pl 23,
fig 9.

Apocyrtus kas1totonl s KANO,  1935, Nippon
Gakujutsukyokai HOkoku, Tokyo,10(1):1

(nom nud ).
Konorrhynchus samasanensts MIwA et HIRA-

Y A M A, l 940, Genshoku KOchu Zufu,
Tokyo: 79, pl 29, fig. 1.

Kashotonus multipunctatus KoNo, 1942, In-
secta Matsum., Sapporo, l 6: 28.

Eupyrgops samasanensis: Y. KUROSAWA, 1992,
Coleopterists' News, Tokyo, (100): 7-9.

本種の学名については, 本誌100号で詳しく論じ
たので,  そちらを参照されたい.
5. ウスキホシテ ン トウ Synhamom'a加fayamai
HIRAYAMA, 1940.

Synharmoma h irayamai HIRAYAMA, 1940,
Genshoku KOchu Zu fu, Tokyo: 170, pl 52,

fig 23.
Synhamom'a加rayamai NAKANE(nee YUASA),

1963, Fragmenta Coleopterologica, Kyoto,
(3): 12.

6. シロ ジュ ウ ロ ク ホ シテ ン ト ウ Neomysia mppo-
mCa HIRAYAMA, 1940.

Meomysia mppomca HIRAYAMA,  1940, Gen-
shoku KOchu Zufu, Tokyo: 172, pl 52, ftg.
38.

Meomysza mppomCa NAKANE (neC YUASA),
l963, Fragmenta Coleopterologica, Kyoto,

(3): 12.
上記2 種のテントウムシは, 農林省農業技術研究
所の総務部長であった1111浅啓温博上が平山氏に新種
で, 近く上記の学名で記,破するはずである旨を告げ
られたものを,  平山氏が湯浅博 tの記,較の発表を待
たずに図示してしまったものである. 1場浅博士は,
昭和初期における日本の代表的な甲虫学者であった
が, 激務に追われ新種の記1 Bはほとんど残すことな
く, 昭和28 (1953) 年10月21 日に過労のため急逝
された.  博士の後 でもあり弟子でもあった中根猛
彦;言 は湯浅博士の記載された新種の少ないことを惜
しみ,   何とか日本の甲 相の中にYuAsAの名のつ
いた種類をと思い日をつけたのが平山氏の上記2
種のテントウムシであった.   1963 年,  彼は彼の::1三_
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幸する雑誌Fragmenta Coleoptero1ogicaの3 号に
何の断り書きもなく, 湯浅t専士が発表した論文の形
式にして, 平山氏の図諸に命名者が湯浅t専士となっ
ているテントウムシ2 種を新種として発表した. そ
のために湯浅t専士の死亡後 10年も経てから博 t の
幽' ｮが新種を記繊したことになってしまった.  しか
も Meomys mppomcaのholotypeが,  なんと滋
賀県比良山で l957 年6 月4 目に採集された であ

る. 幽 が自分の死亡後に採れた標本に命名してい
る!    佐々 治寛之博 t は平山,  1940を無記械
(nomen nudum) とし, 湯浅, 1963 (実際は中根,
1963) ,  を有効な記載と認めているが,  平山氏の図
諸に数行であるが記載があり図もあるので,  平Ill,
1940を有効と認めないわけにはいかない. l :記2
種のテントウムシの命名者はYuAsA. l963 から,
HIRAYAMA, l940に改めるべきであろう.
なお,  これは今回の報文には関係ないが, 平山氏
の図語の第27 図版第9 図のタカサゴムツポシタマ
e h so0ofhn's加f famtens KERREMANs はポルネオ
島タワオ (Tawau) 産の Chrysobothris mtlitarts H.
DEYRoLLE, 1864 の誤りで,  これは平山氏の採集人
であった故金子富雄氏の採集品が混合されたもので
ある.   また第13 図は北アメリカから米松材につい
て輸入された Cypriacis au rutenta (LINNE, 1767)
で, 日本に特産する upresfzs (Stefeosa) mpomca
HoscHEcK. l930 ではない.

主な参考文献*

平山修次郎,  l 940. 原色甲 図。・,  東京 -「「整, 253 pp.
52 pls.

伊資正汎,  1955. 原色目本」;t l!図鑑 ( l二) (近畿Ill虫同好会
總),  大販, 保育社,  甲虫 , タマムシ科, cd. 1, pp. l
~12, pls 2 ~4.

.'理沢良彦,  1992. ゴマフニセカタソウの正体.  ll l虫ニュー
ス, (100): 7 ~9, fi g. 1~ 10.
輪勇四郎, 中條適J、, l940. 日本産タマムシ科の新 l及締
種図説.  H本の111111, 3 (2):53~74, pl 7.

SAsAJl. H., 1971. Fauna Japonica. Cocinell idae (Insecta:
Coleoptera). Tokyo 350 pp..16 pls.

YUAsA. H. (T. NAKANE), 1963. Two new species Of COc-
cinellidae from Japan. Fragmenta Coleopterologica,
l3): 12.

*1 ゴマフニセカタソ ウに関する文献は本;11100号に述べ
てあるので省略した.

( 東京都世田谷区)

0千葉県のヒラタアオコガネ続報
本誌61 -号に,  1葉県印1證i郡からのヒラタァオコ
ガネ(Anomala octiescostata BuRMElsTER) の記録を
報告したが, その後, 同地に近い八千代市で引続き
採集しているので報告する. 最初に本誌に報告した
個体は10月末に採集したが,  その後,  八千代市周
辺ではその時期には採集しておらず, すべて本種の
通常の出現期の初 'i iである. 黒沢良彦博士は, 採集
場所がゴルフ場またはその周辺である事から, ま

たは樹木等について移入された可能性を指摘された
が, 最初の頃の出現期の乱れはあるいはその理rhに
よるものかも知れない.  5 月頃には普通に見られ,
とくに l988 年には移しい数が見られたが,  薬剤散
布がされたものと思われ, 草の根元に頭をつつ込
むようにして死んでいるものがほとんどで生体は1
頭のみであった. 通常は朝タ活発に飛期するのをよ
く見かける.  1992年にはコアオハナムグリ,  アオ
アシナガコガネと共にモッコクのイヒに相当数が集
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まっていた. 移入されたと しても現在ではこの地域
に完全に定属'しているものと思われる.
千葉県印1態郡白井町, 29. x.1982.1 頭; 千葉県八
千代市, 21. v. l988, 8頭; 八千代市, 20. v. 1990,
1 頭; 八下一代市, 17. v. 1992, 4頭.

( 東京都大田区, 木村欣二)
0ヒメカタソゥムシ兄島からの記録
ヒメカタソウムシ 0gasaωarazo rugosicephalus

(KONo) は小笠原 (父島, 母島) に分布し, 母島のも
のは MoRIMoTo ( l 981) により母島1ff種として分け
られた. -11者は最近, 父島のすぐ隣に位置する兄島
より得られた本種を検する機会を得たので記録して
おく .
東京都小笠原 島, 31. vi ii - 5. ix.1992,12(i' 7 ♀
部治紀採集.
父島の基亜種は(1 ) ♀で上翅の周縁部にある毛が
長いこと (母島亜種はすべて同じ長さ)  と (2)肢の
色が黄褐色から褐色 (母島亜種は暗褐色) であるこ
とで母島 Pl種から区別できる.  父島に近い兄島で得
られた個体は (1 ) の点では父島の基亜種の特徴に当
てはまるが(2) の般の色は暗褐色であった.  c,';'の交
尾器は父島の基亜種で母島亜種に比べて長い陰茎甲
をもっておりその点では兄島の個体も同じであっ
た.  また本種のl:翅i新の色には変異が多いが兄島
の個体では で緑灰色,  ♀では銅灰色と安定してい
た.
末 ながら資重な標本を提供して下さった東京農
業大学の1、1部治紀氏に御礼l? し上げる.

考文献

MoRIMoTo, K.. l 981 . J. F',ac. Agnc. Kyushu Uniυ., 25(4):
l 75 - 199

( 1'L州大学農学部.k '11.学教室, 小島弘昭)
0ぺレンキベリノコギリクワガタのパンガイ島にお
ける記録
ぺレ ンキベリ ノ コ ギリ ク ワガタ Prosopocoihis

fabricei LAcRoIxは,  インドネシアのセレベス島東
方にあるぺレン島 (Peleng Is) に分布する美しいノ
コギリクワガタで,  ぺレン島の特産種とされてい

第102 号 ( l 993 年 6 月)

る .

筆者の手元に, ぺレン島の南東部にあるバンガイ
島 (Banggai Is) 産の本種の標本があるので報告し
ておく .

Banggai Is., Indonesia, May 1991, l .

写真のように大歯型の個体で, 上翅の黒色部がや
や大きいが, ぺレン島産のものも個体変異がかなり
あるので,   1 f のみでは安定した特徴かどうか不明
である. (東京都台東区, 藤田 宏 )
0ヒラヤマコプハナカミキリを南ア広河原で採集
ヒ ラヤマコ ブハナカ ミキリ Enop1oderes b icolor

OHBAYAsHl は, 最近の研究によって, その分布の中
心が低山域にあり,  アカメガシワなどの樹洞に生息
することが判明した. 者は, 本種の生息環境とし
ては例外的な高標高地と思われる, 南アルプス広河
原で採集したので記録しておきたい.
山梨県中巨摩郡芦安村広河原, 3. VIII. 1991, 1

(死体), 芳賀 馨採集・ 保管.
ブナでない広集樹の倒本の折れl」付近を叩き網し
たところ落 Fした. 破損が進んでいるので, かなり
長期間風雨にさらされたものと思われる.  おそら
く, 寄生木が冬期に樹洞から折れ, 期室が露出して
新成虫が凍死したものであろう. 採集地点は大樺沢
出会に近い標高 1560 mの林内で,  ブナクラス植生
のほぼ上限であった. (川崎市高津区, 芳賀 基)
0ヌバタマノクロアトキリゴミムシの再発見
ヌバタマノ クロア トキリ コ' ミムシ SerofeOi'a MOa-

tama(HABU, 1957) は,  日本産のゴミムシ類のうち
でも希少種のひとつに数えられる.  l952 年 7 月 5
日に, 山梨県の金山峠で, 大野正男氏が採集された
2点の標本 (ともに ) に基づき, 『i i蟲』第25 巻
25~ 29 べ一 ジに記載されたが,  度重なる探索にも
かかわらず,  その後ふたたび記録されることがな
く, 土生博士の2 度にわたる詳しい再記載も, すべ
てこれらの基準標本に基づいてなされた.  とくに
1988 年6~9 月には, 腕利きの人たちによる端牆山
範周辺域特定昆虫類生息実態調査が実施され, 本種
も重要対象種のひとつに挙げられたが, 新しい標本
は結局1 びきも採集されなかった.
ヌバタマノクロアトキリゴミムシが,  これほど注
意を意いてきたのにはわけがある.  もちろん個体数
の少ないことも, 大きい理由のひとつであるにはち
がいないが, それよりもこの種が, わずか2 種で構
成されている小さい属の,  日本の代表者である点に
重要な意義がある. しかも,  他の1 種 S. sterbai
(JEDL1eKA, 1931) も, 確実な記録としては, 中国;基
南省のSoling-hoから, やはり2 点が知られている
にすぎない.
ところで,  5 月 28~30日に行なわれた本年度の
採集例会で,  この種の標本 l 点が, 実に41 年ぶり
に久保田正秀氏によって得られた. 採集地点は基準
産地である金山l峠の1 kmあまり南方で,  低木のス
ウィーピングによって捕らえられたものだというこ
とである. 採集データは次のとおり.
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1(f , 山梨県北巨摩郡須11町金山,  標高1 ,320 m,
28-V-1993, 久保田正秀採集 (国立科学t電物館に保
管).
写真でもわかるように,  この幻の虫は一見なんの
変哲もなく , 全体にまつ黒のヒラタゴミムシ類に似
た外見をしている. 樹上性で飛期力のあるこのよう
な肉食性の甲 が, 金山付近に局在しているとは考
えられないので,  これまでにもカミキリムシやハム
シなどの愛好者によって採集されている可能性が高
い.  この記録を契機にして, 新しい発見,  ことに埋
もれている標本の発掘がっづくことを期待したい.

(国立科学博物館, 上野俊一)

◇会員動静◇
◎新入会
早川広文 (松本l fi ), 石蔵 拓 (東京都北区), 小林
博隆 (東京都世田谷区・ ロ大林学), 松田吉弘 (茨本
市), ' i屋博文 (津久井郡津久j t町), 村本理恵子 (東
京都 { ,並区 ),  中田勝之 (金沢 rt i),  清水清市 (西春
日井那師勝町), 高橋義寛 (仙台市泉区), 豊田浩二
( 東京都ttt田谷区・ 東京農大111.!-t!)
◎退会
松永善明, 渡辺光行, 山地正博
◎認定退会
上坂幹-,l、, 大垣 誠, 上野紀武, 横島義弘

(庶務担当, 岩田隆太郎)
◇例会報告 ( l )◇

1993 年第1 回例会を3 月20日 (日) 午後 1 時

30分より, 東京都世田谷の日本大学農獣医学部東
京校含1 号館2 階121 講義室で行ないました. 講
演は, 新井久保氏 (東京都豊島区) による 「アマソ
ンの自然と 虫一ペルー ウカヤリ川源流部を中心に
した甲虫類の生態一」. 再度の南米調査から帰国さ
れたばかりの新井氏はたくさんのスライドを交え
て, 臨場感 れる請演で楽しませてくださいまし
た. また当目持参された, ふだん見る機会の少ない
多数の南米の甲虫類標本は, 講演前から休趣時間,
講演後も参加者の日を釘付けにしていました.
少,憩、の後の一人一話は, 例によって多彩な話題が
技露され, 名残惜しく午後5 時散会しました.
識演された新Jt-氏, 藤沢移転をひかえた日大農獣

No lO2 (June 1993)

医学部の会場使用に尽力された岩田隆太郎氏にお礼
中し上げます.
出席者氏名 (50;書順): 新井久保, 石蔵 拓, 岩田
隆太郎, 上野俊一, 久保田正秀, 田道:大:, 里佐和
義, 小林博隆, 酒井 香, 構原陽一, 妹尾俊男, 田
尾美野留, 露木繁雄, 中村俊彦, 西山 明, 雛倉正
人, 平野幸彦, 堀川正美, 慎原 寛, 益本f一雄, 森
田読司, 山崎茂夫, 渡 弘 (以上23名).

(例会担当, 久保田正秀)
◇特別例会報告◇

1993 年 4 月3 日~ 6 口,   日本_Ei' t'学会 ・ 日本応
用動物.昆虫学会合同大会が長野県松本の信州大学で
開催されましたが, 大会期間中の4 月5 目 (月) '「
後5 時より 8 時まで, 特別例会として「甲虫類小集
会」 を日本甲虫学会との上t催で行ないました.
講演は曽田貞滋氏 「オサムシ亜族の生活史進
化」 ・ 平沢伴明氏「クワガタコガネ類の系統関係」
の2題. (特別例会担当, 佐藤正孝)
特別例会識演要旨
オサムシ亜族の生活史進化
曽田貞滋 (信州大学理学部・ 生物)
オサムシ亜族の生活史は, 季節利用に関して春繁
殖で幼虫越冬休眼をおこなわないタイプと, 秋繁殖
で幼虫が越冬体a民をおこなうタイプに分化してお
り, さらに幼虫食性に関して, 翅目 ・ 双 目など
の昆虫幼虫食, カタツムリ食,  ミミズ食に分化して
いる.  こうした生活史特性の進化と系統進化の関係
を, 現在までの知見に基づいて整理すると, 春繁殖
型は3 つの高次分類群に共通にみられるが, 真正オ
サムシ群はミミズ食であり, 多条オサムシ群と トゲ
オサムシ群では 虫の幼 食が共通にみられるもの
の,  ミミズ食はみられない.  しかし多条オサムシ群
ではカタッムリ食がみられ, それにともなう大卵少
産化傾向がある. また, 多条オサムシ辞の一部は秋
繁殖型であるが,  これは他の群にはみられない.
秋繁殖型オサムシの系統群は, 春繁殖型にくらべ
より寒冷な生息地まで分布している.  これには, 幼
虫・ 成虫両方のステージで越冬休眼が可能であり,
1 シーズンが短い環境でも幼虫発育を2 シーズンに
分割しておこなえること, 成虫1 年目の繁殖をおこ
なわず2 年1 化の生活史に変更できることが, 有利
な点として考えられる.
クワガタコガネ類の系統関係
平沢伴明 (片倉工業・ 生物科学研究所)
演者はここ数年来, 東南アジアに産する特異な形
状を持つコカ'ネムシの一群であるクワガタコガネ類
について, 強い関心を抱いてきた.  このうち, ムツ
モンクヮガタコガネ Fruhstorfieria so:x:macutata を
含む亜属Kibakoganeaは, 独、f属とすべきことを
報告し (平沢,  1992), 併せてその特徴を再記鐵し
て, 所属する種を列挙した.
今回は,  残された真正のFruhstorferia属の各種
について, 最新の材料を用いた再検討の結果を述
べ, その系統関係を推定してみたい.
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◇第 l7 回名古屋支部大会の記◇
l993 年3 月7 日, 午後1 時30分から名古屋女

子大家政学部で行なわれた. 例によって一人一話か
ら始まり, 休融を挟んで3 氏の講演があった.
佐藤正孝氏: 沿海州採集談
清水清市氏: ポルネオ採集談
現地の風最や昆虫のスライドを示し, 話題も豊富
であった.
斉藤秀生氏: 月domaの話
招待講演をお願いした斉藤氏は, 明子夫人同伴で
豊富な標本や図表のスライドを駆使し話された. 分
類・ 地理的分布・ 垂直分布など話題は尽きない.
終って有志の想親会を開き, 斉藤夫妻を見送った.
出席者氏名
秋田勝已, 伊沢和義, 石田勝義, 太田克人, 岩崎
博, 伊藤芳教, 蟹江 昇, 河路掛吾, 桐山 功, 佐
藤正孝, 斉藤秀生, 斉藤明子, 坂上光一, 清水清市,
杉村明道, 高井 泰, 豊島亮司, 野平照雄, 長谷川
適明, 穂積俊文, 前l鳴孝雄, 山本雅人, 吉富博之,
以上23 名. (穂積記)

◇例会報告 (2)◇
1993 年第2 回例会は,  恒例の採集談話会として

5 月29,30日に, 山梨県北巨庫郡須玉町金山で行な
いました.  宿舎は金山山荘.  28 日からの宿泊者7
名. 29 日は23 名の参加者でした. 1991 年, 92 年
と雨にたたられましたが,  今回は30日朝までは何
とか持ちこたえ, 29 日は絶好の採集日和に恵まれ
ました. 宿合付近は標高1380 m, 木賊峠は1600 m
を越えるとあって,  5 月末とはいえカェデやズミが
満開でした. 採集結果は, それぞれの参加者がそれ
なりに, としておきましょう. 夜は渡辺会長の挨拶,
草間名書会員の乾杯後, 山菜料理を囲んで話がはず
みました. 地酒で喉が潤った後一人一話に移り, い

(沼田ti:氏操影)

昆虫学研究器具は「志賀昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00. 0, 1,2, 3,4, 5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒150  東京都渋谷区渋谷1 丁目 7 -6
振 替 東京 (3) 21129
電 話 (03) 3409 -6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3409 - 6160

(カタログ贈呈) (株)志賀昆虫普及社

第102 号 (1993 年6 月)

つもに增してのたく さんの話題で盛り上がりま し
た. 翌朝は降りだした雨の中, 軒先で記念撮影後散
会しましたが, 参加者の半数ほどはヤマト ョダンハ
ムシをおみやげにすべく雨中に消えて行きました.
最後になりましたが差し入れをいただいた渡辺泰
明会長・ 雛倉正人氏, 夜間採集の準備をお手配いた
だいた沼田 構氏にお礼申し上げます.
出席者氏名 (50音順): 青柳鷹之介, 出雲善浩, 出
'美恵子, 石蔵 拓, 上田康之, 上野俊一, 大木
裕, 笠原須磨生, 草間慶一, 久保田正秀, 曽根信三
郎, 高橋鉄也, 田添京二, 土橋秀行, 露木繁雄, 西
川喜朗, 韮沢幸世,沼田 稔, 離倉正人, 平野幸彦,
渡辺泰明, 渡辺美智子, 渡 弘 (以上23名).

(例会担当, 久保田正秀)
「編集後記」
◎本号から4 号,  l 年間タイへ昆虫採集に行ってい
る妹尾幹事から,  『甲虫ニュース』 の編集をバトン
タッチしました. 105 号までのお付き合いですがよ
ろしくお願いいたします. ◎さて, その最初の号が
馬場金太郎先生の追悼号となってしまいました. 急
なことで十分なことはできませんでしたが, それで
もたくさんの方々 が原稿をお寄せくださいました.
これも馬場先生のお人柄故のことと思います. 謹ん
でご冥福をお祈り申し上げます. ◎なお, 本号木元
新作先生の記事中に掲載された文献類には残部があ
るものもありますので, ご希望の方l;i次までお問合
せ下さい.  〒830久留米市旭町67  久留米大学医
学部生物 木元新作先生 (久保田正秀)

甲虫ニュース原稿送付先
1994 年3 月末まで
〒278 野田市堤台438-32 久保田正秀宛

1994 年4 月から
〒l96 昭島市昭和町2-5-15-601  妹尾俊男宛

日本輪翅学会
会費 (ーカ年) 5,000円, 次号は l993 年9 月下旬

発行予定
発行人 渡辺泰明
発行所 日本拍翅学会東京都新宿区百人町 3-23-1

国立科学博物館昆虫第1 研究室
電話 (3364) 2311, 振替東京8-401793

印刷所 (株)国際文献印刷社

一 ー ー ー 一 l
タッミの昆虫採集器具 1
ドイツ型標本箱 木製大 ￥7,000, 桐合板製イン
ロー型標本箱大￥2,500, 送料一箱にっき都内及
第一地帯: 4個以下￥1,600, 5個以上￥1,000
(以下同様), 第2 地帯￥1,800, ￥1,100, 第3 地帯
￥2,000,￥1,250, 其他, 各種器只-, 針などを製作
販売。 カタログを御請求下さい。 (￥62)

夕シ ミ 製作所
l ia、裏京都 e
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